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常任委員会の動き
北
消
防
署
遠
藤
出
張
所
を
新
設

平
成
29
年
度
運
用
開
始
を
目
指
す

子ども文教

厚生環境

バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
の
検
討

試
行
収
集
で
課
題
を
検
証

湘
洋
中
学
校
の
津
波
避
難
対
策

非
常
用
屋
外
階
段
を
設
置

遠藤出張所の設置により消防力・救命率の向上が図られる

意
見
書

１
件
を
国
会
等
へ
提
出

　

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
九
日
に
開
催
さ
れ
、
①

公
民
館
の
運
営
②
「
村
岡
子
供

の
家
」
の
新
た
な
設
置
③
学
校

生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
④
平
成
二
十
五
年

度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
⑤
藤
沢
市
立
湘
洋
中
学

校
津
波
対
策
検
討
結
果
と
教
育

委
員
会
と
し
て
の
今
後
の
進
め

方
︱
︱
以
上
五
件
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

〇
藤
沢
市
立
湘
洋
中
学
校
津
波

対
策
検
討
結
果
と
教
育
委
員
会

と
し
て
の
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て

　

〈
教
育
委
員
会
の
説
明
〉

　

湘
洋
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

神
奈
川
県
発
表
の
慶
長
型
地
震

を
想
定
し
た
津
波
浸
水
予
測
区

域
内
に
位
置
し
て
お
り
、
校
舎

棟
は
傾
斜
屋
根
で
屋
上
が
な
く
、

改
修
に
よ
る
屋
上
設
置
も
構
造

上
困
難
と
な
っ
て
い
る
と
と
も

に
、
近
隣
に
中
高
層
建
築
物
も

な
い
こ
と
か
ら
、
同
校
生
徒
・

教
職
員
及
び
近
隣
住
民
等
を
含

め
た
津
波
避
難
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
湘
洋

中
学
校
津
波
対
策
基
本
構
想
策

定
業
務
に
つ
い
て
委
託
に
よ
る

検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
及
び

教
育
委
員
会
と
し
て
の
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
の
津
波
想

定
と
し
て
藤
沢
市
地
域
防
災
計

画
の
被
害
想
定
に
基
づ
き
、
津

波
の
最
大
高
さ
を
慶
長
型
地
震

の
十
・
七
㍍
と
し
た
。
ま
た
、

学
校
施
設
の
状
況
と
し
て
、
校

地
内
地
表
面
高
さ
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
中
央
部
で
三
・
三
㍍
、
東

校
舎
棟
南
側
通
路
で
三
・
六
一

㍍
、
西
校
舎
棟
南
側
通
路
で
三

・
五
六
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
検
討
内
容
と
し
て
、

既
存
校
舎
で
の
避
難
対
応
と
し

て
は
、
同
校
敷
地
内
に
お
け
る

想
定
津
波
浸
水
深
を
二
㍍
と
す

る
と
津
波
最
大
到
達
高
さ
が
六

㍍
と
の
算
定
結
果
に
な
り
、
既

存
校
舎
の
三
階
床
面
高
さ
が
地

表
面
か
ら
八
・
一
㍍
あ
る
こ
と

か
ら
、
既
存
校
舎
三
階
へ
の
避

難
対
応
が
可
能
で
あ
る
。
し
か

北消防署遠藤出張所位置図

し
、
同
校
生
徒
・
教
職
員
及
び

近
隣
住
民
等
を
含
め
た
最
大
避

難
収
容
人
数
の
想
定
で
あ
る
二

千
八
百
六
十
人
に
対
し
、
校
舎

三
階
へ
の
収
容
可
能
人
数
二
千

二
百
二
十
五
人
を
除
く
六
百
三

十
五
人
程
度
を
収
容
で
き
る
新

た
な
津
波
避
難
施
設
の
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
面
積
と
し
て
は

三
百
九
十
平
方
㍍
程
度
と
な
る
。

　

新
規
避
難
施
設
設
置
箇
所
の

検
討
結
果
と
し
て
は
、
津
波
避

難
タ
ワ
ー
と
し
て
①
現
プ
ー
ル

施
設
上
部
利
用
②
東
校
舎
棟
南

側
花
壇
部
分
③
屋
内
運
動
場
西

側
の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
︱
︱
以

上
三
案
及
び
、
現
プ
ー
ル
を
室

内
プ
ー
ル
化
し
て
屋
上
を
避
難

施
設
と
し
て
利
用
す
る
案
の
計

四
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
規
津
波
避
難
施
設

設
置
検
討
に
際
し
て
、
既
存
校

別
に
よ
る
市
民
の
負
担
の
増
加

②
分
別
収
集
す
る
こ
と
に
よ
る

収
集
経
費
の
増
加
③
施
設
整
備

規
模
算
定
の
た
め
の
品
目
選
定

や
市
民
協
力
率
の
把
握
④
本
市

規
模
の
自
治
体
が
運
営
す
る
バ

イ
オ
ガ
ス
化
施
設
の
稼
働
実
績

が
な
い
状
況
で
の
安
定
稼
動
の

検
証
︱
︱
以
上
の
四
点
で
あ
る
。

　

試
行
収
集
で
は
、
こ
れ
ら
の

課
題
の
検
証
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
、
集
合
住
宅
中
心
の
湘

南
台
地
区
と
戸
建
て
住
宅
中
心

の
西
俣
野
地
区
を
試
行
区
域
に

設
定
し
、
約
二
千
世
帯
を
対
象

に
実
施
し
て
お
り
、
戸
建
て
住

宅
中
心
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
協
力
率
、
分
別
率
と
も

高
く
、
単
身
世
帯
の
多
い
集
合

住
宅
中
心
の
地
区
は
、協
力
率
、

分
別
率
と
も
低
い
と
い
う
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
二
十
六
年
三
月
ま

で
試
行
収
集
を
実
施
し
、
市
民

の
協
力
率
や
分
別
率
等
の
把
握

に
努
め
て
い
く
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
導
入
の

可
否
に
つ
い
て
は
、
①
試
行
収

集
結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

よ
る
市
民
の
負
担
感
や
協
力
率

の
把
握
②
他
市
の
稼
働
実
績
が

な
い
状
況
で
導
入
す
る
リ
ス
ク

③
収
集
経
費
な
ど
を
含
め
た
経

済
性
の
検
証
④
生
ご
み
が
主
体

の
発
酵
施
設
に
お
け
る
臭
気
問

題
︱
︱
以
上
四
点
の
検
証
を
行

い
、
総
合
的
に
判
断
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
か
ら
バ
イ

オ
ガ
ス
化
品
目
の
試
行
収
集
を

行
っ
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
は
、
生

ご
み
等
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
、

発
生
し
た
ガ
ス
を
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
発
電
や
車
両

の
燃
料
等
に
有
効
利
用
す
る
た

め
の
施
設
で
あ
る
。
処
理
方
法

は
、
基
本
的
に
生
ご
み
が
対
象

と
な
る
湿
式
方
式
と
、草
や
葉
、

紙
類
等
も
対
象
と
な
る
乾
式
方

式
が
あ
る
。
本
市
の
場
合
、
乾

式
が
適
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、

乾
式
に
よ
る
実
証
事
例
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
湿
式
も
含
め
て

検
討
し
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
化
品
目
は
、
生

ご
み
、
紙
お
む
つ
、
草
や
葉
、

紙
く
ず
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
紙

類
の
四
種
類
で
あ
り
、
可
燃
ご

み
品
目
と
し
て
残
る
の
は
、
バ

イ
オ
ガ
ス
化
施
設
に
適
さ
な
い

と
さ
れ
る
枝
や
木
材
等
で
あ
る
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
導
入
に

向
け
た
課
題
は
、
①
新
た
な
分

の
策
定
（
案
）（
中
間
報
告
）

④
藤
沢
市
環
境
基
本
計
画
及
び

藤
沢
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
の
見
直
し
（
案
）（
中
間

報
告
）
⑤
バ
イ
オ
ガ
ス
化
品
目

の
試
行
収
集
状
況
︱
︱
以
上
五

件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
バ
イ
オ
ガ
ス
化
品
目
の
試
行

収
集
状
況
に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

本
市
で
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
化

施
設
導
入
の
検
討
に
当
た
り
、

に
伴
う
多
様
化
す
る
災
害
に
対

し
て
も
速
や
か
な
消
防
救
急
対

応
が
可
能
と
な
る
。
な
お
、
遠

藤
市
民
セ
ン
タ
ー
と
さ
ら
な
る

連
携
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
住
民
と
顔
の
見
え
る
関
係
を

築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
安

心
感
と
防
災
意
識
の
向
上
が
図

ら
れ
る
こ
と
も
効
果
の
一
つ
と

考
え
て
い
る
。

　

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
二
十
六
年
度
に
地
質
調

査
及
び
測
量
調
査
、
二
十
七
年

度
に
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
、

二
十
八
年
度
に
工
事
施
工
、
二

十
九
年
度
か
ら
運
用
開
始
の
予

定
で
あ
る
。

ら
八
百
五
十
平
方
㍍
と
し
、
平

成
二
十
六
年
度
か
ら
改
築
工
事

予
定
の
六
会
出
張
所
と
同
程
度

の
規
模
を
想
定
し
て
い
る
。

　

配
置
部
隊
に
つ
い
て
は
、
消

防
隊
十
四
人
と
救
急
隊
十
人
の

合
計
二
十
四
人
と
し
、
配
置
車

両
に
つ
い
て
は
、
消
防
ポ
ン
プ

車
、
救
急
車
、
ミ
ニ
広
報
車
及

び
非
常
用
消
防
ポ
ン
プ
車
を
予

定
し
て
い
る
。

　

遠
藤
出
張
所
の
新
設
に
よ
る

効
果
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
地
区

に
お
け
る
救
急
車
の
現
場
到
着

時
間
が
短
縮
さ
れ
、
年
々
増
加

が
予
測
さ
れ
る
救
急
需
要
に
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

救
命
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
火
災
事
案
に
加
え
風
水

害
へ
の
対
応
な
ど
、
迅
速
な
初

動
体
制
の
確
保
や
部
隊
運
用
が

可
能
と
な
り
、
被
害
の
軽
減
及

び
市
民
生
活
の
安
全
安
心
の
確

保
に
も
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、

い
ず
み
野
線
延
伸
に
よ
る
新
駅

開
設
や
市
街
化
編
入
の
計
画
等

は
一
千
二
百
三
十
八
平
方
㍍
で

あ
る
。
当
該
用
地
の
選
定
理
由

と
し
て
は
、
幹
線
道
路
沿
い
で

遠
藤
地
区
の
中
心
地
で
あ
り
、

消
防
力
の
手
薄
な
地
域
を
ほ
ぼ

網
羅
で
き
る
場
所
で
あ
る
と
と

も
に
、
建
設
に
係
る
規
制
や
条

件
等
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な

お
、
当
該
用
地
の
確
保
に
当
た

っ
て
は
、
い
ず
み
野
線
の
延
伸

計
画
や
農
業
振
興
地
域
に
係
る

規
制
等
の
影
響
に
よ
り
購
入
が

困
難
な
こ
と
か
ら
賃
貸
借
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

庁
舎
の
規
模
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
二
階
建
て
ま
た
は

三
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
建
築
面
積
は
四
百
五
十

平
方
㍍
か
ら
六
百
平
方
㍍
、
延

べ
面
積
は
六
百
三
十
平
方
㍍
か

際
的
に
統
一
化
さ
れ
て
い
る
心

肺
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
根
拠

と
し
て
、
火
災
事
案
や
救
急
事

案
に
対
し
て
、
出
動
か
ら
現
場

到
着
ま
で
の
時
間
を
四
分
以
内

と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、

火
災
の
延
焼
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
や
救
命
率
の
向
上
を
目

指
し
て
災
害
に
備
え
て
い
る
。

し
か
し
、
遠
藤
地
区
は
他
の
地

区
と
比
較
し
た
場
合
、
災
害
現

場
へ
の
到
着
時
間
が
最
も
遅
い

地
区
で
あ
る
。
目
標
と
し
て
い

る
消
防
・
救
急
四
分
体
制
を
確

保
す
る
た
め
、
藤
沢
市
北
消
防

署
遠
藤
出
張
所
を
新
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
消
防
力
の
手
薄
な

状
況
を
一
刻
も
早
く
解
消
し
、

市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
消

防
力
の
充
実
強
化
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

　

遠
藤
出
張
所
の
建
設
用
地
に

つ
い
て
は
、
遠
藤
市
民
セ
ン
タ

ー
の
北
西
の
県
道
遠
藤
茅
ヶ
崎

線
沿
い
に
位
置
し
、
敷
地
面
積

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
十
二

月
十
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
二

件
、
陳
情
一
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
趣
旨
不

了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
公
有
資
産
等
の
活

用
検
討
状
況
②
藤
沢
市
市
民
活

動
推
進
計
画
の
改
定
素
案
（
中

間
報
告
）
③
藤
沢
市
北
消
防
署

遠
藤
出
張
所
新
設
事
業
④
藤
沢

市
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

指
針
改
定
（
案
）（
中
間
報
告
）

︱
︱
以
上
四
件
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。

〇
藤
沢
市
北
消
防
署
遠
藤
出
張

所
新
設
事
業
に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

遠
藤
地
区
は
、
い
ず
み
野
線

の
延
伸
や
市
街
化
編
入
の
計
画

等
に
よ
り
、
将
来
的
に
人
口
の

増
加
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
多

様
化
す
る
災
害
へ
の
備
え
が
求

め
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

　

消
防
局
と
し
て
は
、
国
が
示

す
消
防
力
の
整
備
指
針
及
び
国

　

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
六
日
に
開
催
さ
れ
、
陳

情
四
件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結

果
、陳
情
は
二
件
が
趣
旨
了
承
、

二
件
が
趣
旨
不
了
承
と
決
定
し

た
。
ま
た
、
①
市
民
病
院
再
整

備
事
業
の
取
組
状
況
等
②
藤
沢

市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
の
策
定
（
案
）（
中

間
報
告
）
③
（
仮
称
）
第
２
次

藤
沢
市
食
育
推
進
計
画
（
生
涯

健
康
！
ふ
じ
さ
わ
食
育
プ
ラ
ン
）

舎
に
お
い
て
昇
降
口
が
校
舎
中

央
部
一
カ
所
だ
け
で
あ
る
こ
と

等
か
ら
、
津
波
避
難
施
設
設
置

に
先
行
し
て
既
存
校
舎
三
階
部

分
の
非
常
用
屋
外
階
段
の
設
置

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
委
託
に
よ
る
検
討

結
果
報
告
を
踏
ま
え
て
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
早
急
に
津
波

対
応
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
ま
ず

は
既
存
校
舎
三
階
へ
接
続
す
る

非
常
用
屋
外
階
段
を
設
置
し
て

い
く
。
ま
た
、
今
回
の
検
討
結

果
に
つ
い
て
関
係
各
課
に
報
告

す
る
と
と
も
に
、
近
隣
住
民
を

含
め
た
新
た
な
津
波
避
難
対
策

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
策
定
予
定
で
あ
る
全

市
的
な
津
波
避
難
計
画
と
の
整

合
性
を
図
る
中
で
新
た
な
津
波

避
難
対
策
を
進
め
て
い
く
。

総 務

〇
寡
婦
（
夫
）
控
除
を
全
て

の
ひ
と
り
親
家
庭
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

寡
婦
（
夫
）
控
除
は
、
配

偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し

た
後
、
再
度
婚
姻
せ
ず
、
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
に
対
し
、
一
定
の

所
得
控
除
を
適
用
す
る
税
制

優
遇
制
度
で
あ
る
。

　

こ
の
寡
婦
（
夫
）
控
除
は
、

当
初
か
ら
未
婚
の
ま
ま
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
に
は
適
用
さ
れ
な
い

た
め
、
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と

り
親
家
庭
は
、
所
得
税
、
住

民
税
、
公
営
住
宅
入
居
資
格

及
び
そ
の
使
用
料
、
保
育
料

な
ど
の
算
定
の
た
め
の
基
準

と
さ
れ
る
課
税
所
得
が
、
婚

姻
歴
の
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭

と
比
較
し
て
高
く
設
定
さ
れ

て
し
ま
う
。
婚
姻
歴
が
な
い

こ
と
に
よ
り
寡
婦
（
夫
）
控

除
の
対
象
と
な
ら
ず
、
不
利

益
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
権
を
守

る
視
点
か
ら
も
、
早
急
に
改

善
す
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
、民
法
の
分
野
で
は
、

両
親
が
婚
姻
し
て
い
た
か
ど

う
か
で
子
ど
も
の
相
続
分
に

差
を
つ
け
る
規
定
は
法
の
下

の
平
等
を
定
め
た
憲
法
に
違

反
す
る
と
し
た
最
高
裁
判
所

大
法
廷
の
判
断
を
受
け
、
政

府
が
提
出
し
た
民
法
改
正
案

が
十
二
月
五
日
に
成
立
し
た
。

税
制
の
分
野
に
つ
い
て
も
、

法
改
正
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
寡
婦
（
夫
）
控
除

に
お
け
る
不
公
平
を
な
く
す

た
め
、
寡
婦
（
夫
）
控
除
を

全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
ま
で

拡
大
す
る
法
律
改
正
を
早
期

に
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　
（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）


